
西
八
代
・
南
巨
摩
郡
の
課
題
に
取
り
組
み 

誇
り
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
基
本
事
項 

誇
る
地
域
づ
く
り 

構
想

 

平
成31

年
２
月15

日 山
梨
県
議
会
議
員 

遠
藤 

浩 



山
紫
水
明
の
地
、
西
八
代
・
南
巨
摩
郡
は
、
身
延
山
久
遠
寺
を
は
じ

め
、
千
年
余
の
歴
史
を
有
す
る
温
泉
や
和
紙
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
資

源
が
多
く
あ
り
ま
す
。
物
流
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
富
士
川
、
人
の
交

流
を
育
む
身
延
線
が
大
海
へ
と
続
い
て
い
ま
す
。 

狭
隘
な
地
形
な
が
ら
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
や
富
士
川
支
流
ご
と
の

優
れ
た
自
然
景
観
や
、
文
化
に
育
ま
れ
、
気
候
を
活
か
し
た
地
域
特
有

の
伝
統
野
菜
、
地
場
伝
統
産
業
を
有
す
る
資
源
豊
か
な
地
域
で
す
。 

山
梨
県
の
南
の
玄
関
口
と
し
て
中
部
横
断
自
動
車
道
開
通
を
契
機

に
、
こ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
共
有
し
、
協
力
し
、
発
展
を
願
い 

「
誇
る
地
域
づ
く
り
構
想
」
を
発
表
し
ま
す
。 

 



・ 

共
有
す
る
課
題
へ
の
取
り
組
み 

○ 
産
業
振
興
（
地
場
産
業
、
伝
統
産
業
、
企
業
誘
致
、
起
業
創
業
） 

○ 

人
口
対
策
（
公
営
住
宅
、
人
口
減
少
対
策
、
移
住
定
住
） 

○ 

観
光
創
生
（
観
光
資
源
、
伝
統
行
事
、
峡
南
地
域
創
生
） 

○ 

公
共
用
地
活
用
（
休
眠
校
舎
・
施
設
） 

○ 

地
域
資
源
・
文
化
資
源
の
保
護
継
承 

○ 

交
通
弱
者
対
策 

 

・ 

道
路
網
整
備 

○ 

中
部
横
断
道
活
用
路
線
整
備
（
鹿
島-

落
居
ト
ン
ネ
ル
含
む
六
郷
バ
イ
パ
ス
六
郷

イ
ン
タ
ー
活
用
線
、
下
田
原-

常
葉
中
富
地
域
活
性
化
イ
ン
タ
ー
活
用
線
） 

○ 

観
光
振
興
路
線
整
備
（
Ｒ300

号
、
Ｒ469
号
、
県
道
笛
吹
市
川
三
郷
線
） 



○ 

孤
立
解
消
路
線
整
備
（
早
川
・
芦
安
連
絡
道
） 

○ 
企
業
用
地
ま
で
の
道
路
整
備 

○ 
道
路
改
良
推
進 

 

・ 

人
材
育
成
と
教
育
環
境 

○ 

峡
南
教
育
の
充
実
（
新
設
高
校
、
中
高
一
貫
校
、
小
規
模
・
少
人
数
校
） 

○ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
の
推
進 

○ 

外
国
語
教
育
の
充
実
（
小
・
中
・
高
連
携
、
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
） 

○ 

生
涯
学
習
の
推
進
強
化 

○ 

教
育
環
境
整
備
（
冷
暖
房
、
ト
イ
レ
） 

  



・ 

医
療
と
介
護 

○ 
健
康
長
寿
の
維
持
と
継
続 

○ 
医
療
提
供
体
制
の
堅
持
（
機
能
分
化
） 

○ 

公
立
病
院
の
経
営
健
全
化 

○ 

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
（
多
職
種
連
携
） 

○ 

訪
問
診
療
看
護
介
護
の
充
実 

○ 

国
民
皆
保
険
制
度
の
堅
持
継
承 

 

・ 

防
災
減
災
、
安
全
安
心 

○ 

河
川
内
の
伐
木
、
浚
渫
促
進 

○ 

橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
促
進 

○ 

河
川
護
岸
改
修
の
促
進 



○ 

土
砂
災
害
、
地
す
べ
り
対
策
の
推
進 

○ 
地
域
防
災
の
確
立 

○ 
リ
ニ
ア
沿
線
の
安
全
性
確
保 

○ 

児
童
生
徒
の
通
学
安
全 

○ 

交
通
事
故
、
犯
罪
抑
止 

 

・
集
落
の
維
持
継
承
対
策 

○ 

小
規
模
集
落
支
援 

○ 

地
域
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
保
護 


